
 

 

～溶連菌感染症が流行しています～  
★症状★ 

・38～39℃の発熱がみられますが、３歳未満の小さい子どもの場合、熱が上がらないこともあります。 

・のどがとても痛く、ごはんが食べられなくなり、機嫌が悪くなります。 

・舌に赤いポツポツとした発疹（イチゴ舌）が出ることがあります。 

・吐き気や嘔吐  ・手足の発疹がみられることもあります。 

★原因★ 

・A群β溶血性連鎖球菌という細菌に感染することが原因です。 

・一度感染して治っても繰り返し感染することがあります。 

 

★感染経路★ 

 感染力が強い細菌です。 

飛沫感染・・・咳やくしゃみのしぶき（飛沫）を吸い込むことによって感染します。 

接触感染・・・菌が付着した場所や物（ドアノブやリモコンなど）から手などを介して目や鼻・口など

の粘膜を触ることにより感染します。また、食べ物や食器の共有をすることでも感染する

ことがあるので気をつけましょう。 

★登園のめやす★ 

溶連菌感染症は、感染力が強いため、登園停止期間があります。少なくとも、受診した日とその翌日は

登園停止期間となります。薬をきちんと服用すれば、２４時間以内に感染力がほとんどなくなるので、抗

生剤服用後２４時間以上たって全身の状態が良ければ登園が可能となります。保育園での感染拡大を

防ぐため、溶連菌感染症と診断された場合は必ず保育園に知らせてください。登園再開にあたり、保護者

記入の「登園届」が必要になります。 

溶連菌感染症は一見症状が治まったように見えても、溶連菌はしつこく身体の中に潜んでいるため、処方さ

れた分の抗生剤の服用を続けるようにしましょう。途中で服用をやめてしまうと、治りきらない状態となっ

たり、再発したり、急性腎炎・リウマチ熱・中耳炎・気管支炎などの合併症をひき起こす事があります。ま

た、治療開始後も症状がなかなか改善しない場合（微熱が続く・発熱（平熱＋1℃以上）・不機嫌・頭痛・嘔

吐などの症状がある時）は保育園を休んで家庭で安静にし、かかりつけ医を受診してください。平熱に戻

ってからの登園をお願いいたします。また、のどの痛みが強いため、食事や水分が摂りづらくなります。

脱水をひきおこさないようにこまめな水分摂取が必要です。水分や食事がしっかりととれるようになる

までは登園を控えて家庭で安静にしましょう。よだれが多いなどはまだ口の中が痛いサインです。 

 

 

 

 

 

 

まとめると・・・ 

★ 抗生剤を飲んでから２４時間以上たっていること 

★ 解熱剤を使わず、２４時間以上平熱であり、微熱もないこと 

★ 少なくとも、普段の半分は食事がとれていること 

★ 機嫌よく、みんなと遊んだり、食べたり、お昼寝したりして 

いつも通り過ごせること      ・・・・・が登園のめやすです。 
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